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15ト先天性限局性気管狭窄j捕吏化症に対十･t:i
1手術例
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症例は.!i_:_伸上L･r11即乎触発1隼き:練返し.TO捌言-j粋人

削軒で当院三･･二入院した.単純X線写乱 気管支鏡では.

胸部気管L'TlL部iこ限局性気管狭窄症兼軟化症'･71所見還:認

才∴ 1歳2-JjF押､聾､:1気管輪切除,端 吻々合覆.･行虹豆こ.

lf<t管離断中は術野挿管で呼吸を管理しプ∴術後早期は吻

合部安静LT)ため頚部を最人柚附領二保1■)鎮静剤..~ご作動を

抑.二::.ーL)Olfi射‡に挿管,i-A:I----'l'r!:抜去した.術後ハ検査てぼ

気/削勺粧した良好に保た頼呼吸運動に伴里甘酢7)所見は難

組織所巨十こ烏粘膜T:膚ハ結合組織LJ~ぅ著明吊粧し 構緯

鷹細胞殿存在者散在性をこ認める軟骨観織など窺管壁の形

成粍常'.')所はてあ･･､た.二.ナ汗､(rlJ叶Hi巨t'如t,肉芽射織,

療痕組織を伴っておらず宮本症例職成因には党荒性殿困

予が考えられた捻

16＼目元菅狭窄症に対する的軟骨移植払張術

山卜 別劉･魚谷 某之

唐木 芳昭･附滞 賢沃
藤巻 渡藻 宕裏聖賢賢鮒 東学∋

後天性Li:_-考:空言一打･モ:'I･モi門下狭窄症に対L,軌軟骨移植

児-I.rj･.呼吸状態鮒廷穴､牛下時より気管l用利†卜に管理

された.抜去困難症上中1.生後8.Pit:_日.~iにや-,L_tL抜管て

きたか,そLJl後も噸繁ifi呼吸[_ij難に陥り.入退院を繰IL)

返していた.1歳1卜Tjf川串こ気管切開術を余儀無くされ.

外来管理とした.1)歳∴I･再伸亨に2.5cm長ハ肋軟骨

を移植し.術後119L1日に抜管t得た.

第1例日は,気管全長it二枚ぶ牛後3-))/F巨7)先太什狭窄

症で,壕だm最の肋軟骨移植術を行ったがチ術前の低酸

素血症にrLJI,肝炎で失--,た.そハ移植部組織像を･示す∴

共をこ,文献的考察と術後管理を中心をこ反省と私見を述べ

た.

且7)左国務動脈右肺動脈起始鼠 気管狭窄症およ
び心房中隔欠損症の竣湧月男児のま手術治
療経験

高橋 善樹･渡辺 建宵

漂 義震欄 末葉一腰鍔を賓撃 宗純 )

症例は壌カ月累風 致後2カ月頃より職場を認めてい

上が牛後3-眉目畑二突然LTWI-f/･J剰封難.十')'′-汀t･:を.r:_請

に当院救命-tT_ン-'1-･弓:,受診した.気管内挿管tJJ二呼吸

管理を直-.吊こ行左-∵言二が徐 に々気道内fh勺二十.押し高炭酸

幾管憲鏡検塵等を行ない左肺動脈窟肺動脈超絶および寛

骨狭窄症,心房中隔欠損症._LiEî今断された.牛後L̀･1-JJf=1

に休外循環卜に左姉動脈形成術,心坤車隔矢指孔閉鎖術.

幾管形成術を行なった｡術後窺管形成部の安静を保つた

め装具を装着し人工呼吸管理を行なった｡筋地線剤と鱗

IL'Jl:1病Fl.FI.行′十､上気管支鏡検査--I:.甘気管狭窄は改善し,

退院した曲線めて稀な症例を救傘し得た職でその治療経

験を報告しプ∴

lLql結節性碓侶i昌二合併した小児順部左動賦癌
ハ1才二昭雄1j
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小児期L･･')順部大動脈壊し津席上疾患で/i;､上 ÷ハ病し射二

奉戴の報告例として多い転職は]"瞭病を原疾患とするも

殿で,結節性硬化症をそ殿病因とするものは非常に希で

あるや

今卜再史ヤ江結節性硬化症ハ診断で経過観察中の~机巳に

腎動脈卜腹部大動脈癌を認めた.動脈癖は｣r･L:濁,-こ巨大て

:町卜手術適応十机断されたが.,む児LlE-_i大に障帳Lth汗t:.

動脈癖を形成した左腎嚢胞屯倉餅L,ていた.腹部大動脈

癖と腎嚢胞のいずれも破裂する可能性があるため,人工

臥位で旗院外アブU-予で後腹膜をこ達し,左腎摘出を行っ

た後に癖の上下で東動脈を遮断した.感は専一プソダク

ロングラフト12mmを涌いて置換した.術後経過は順

調で右腎機能鮎良好であった.


